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「
政
治
と
カ
ネ
」 

問
題
批
判
の
受
皿
は
立
民
へ 

 

注
目
の
衆
院
補
欠
選
挙
が
４
月
28
日
投
開

票
さ
れ
ま
し
た
。
自
民
党
は
、
東
京
15
区
、

長
崎
3
区
で
不
戦
敗
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

唯
一
の
与
野
党
対
決
と
な
っ
た
島
根
1
区

で
は
接
戦
に
も
持
ち
込
め
ず
全
敗
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
選
で
、「
統
一
教
会
」
問
題
や
自

民
党
の
「
裏
金
」
疑
惑
に
正
面
か
ら
向
き
合

わ
な
い
岸
田
首
相
や
自
民
党
の
姿
勢
に
有
権

者
が
厳
し
い
審
判
を
突
き
つ
け
た
と
言
え
ま

す
。 ９

人
の
候
補
者
が
乱
立
し
た
東
京
15
区

（
江
東
区
）
補
選
は
、
23
年
区
長
選
の
公

職
選
挙
法
違
反
（
買
収
）
事
件
で
自
民
党
の 

      

柿
沢
未
途
議
員
が
辞
職
し
た
こ
と
に
と
も
な

う
も
の
で
し
た
。
江
東
区
は
、
東
京
の
下
町

で
、
自
民
党
は
業
界
・
町
会
団
体
に
圧
倒
的

な
岩
盤
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
柿
沢
氏
と
自
民
の
現
職
議
員

と
し
て
議
席
を
争
っ
て
き
た
秋
元
司
元
衆
院

議
員
は
２
０
１
９
年
12
月
に
統
合
型
リ
ゾ

ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
事
業
を
巡
る
汚
職
事
件

で
逮
捕
、
22
年
に
は
自
民
党
の
区
議
会
議

長
が
あ
っ
せ
ん
収
賄
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、

三
度
の
自
民
党
議
員
の
逮
捕
劇
は
保
守
岩
盤

を
大
き
く
揺
り
動
か
し
て
い
ま
す
。 

今
回
補
選
の
投
票
動
向
調
査
（
東
京
15

区
：
共
同
）
に
よ
る
と
、「
カ
ネ
の
問
題
」

を
「
大
い
に
重
視
し
た
」
44
％
、「
あ
る
程

度
重
視
し
た
」
33
％
、
計
77
％
、「
あ
ま 

      

り
重
視
し
な
か
っ
た
」
が
15
％
、「
ま
っ
た

く
重
視
し
な
か
っ
た
」
が
５
％
で
し
た
。 

15
区
で
は
、
立
憲
民
主
党
（
以
下
、
立

民
）
候
補
が
無
党
派
層
の
26
％
を
獲
得
、

自
民
党
支
持
層
の
９
％
を
獲
得
し
、
与
野
党

一
騎
打
ち
の
島
根
1
区
で
は
無
党
派
層
の

74
％
を
獲
得
、
保
守
の
岩
盤
を
打
ち
崩
し
、

金
権
腐
敗
・
自
民
党
批
判
の
受
皿
は
立
民
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。 

 

政
権
期
待
低
い
立
民 

４
月
の
世
論
調
査
（
共
同
）
に
よ
る
と

「
政
権
交
代
し
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
が

６
割
を
超
え
ま
す
が
、
今
回
の
補
選
で
全

勝
し
た
立
民
が
政
権
の
「
受
皿
」
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

 



◆時の動き 
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今
回
の
補
選
は
大
変
注
目
さ
れ
た
選
挙

で
し
た
が
、
投
票
率
は
東
京
40
・
70
％
、

島
根
54
・
62
％
、
長
崎
35
・
45
％
で
、

い
ず
れ
も
過
去
最
低
で
す
。
江
東
区
は
、
昨

年
末
の
「
区
長
再
選
挙
」
の
39
・
２
％
と

ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

ち
な
み
に
、
旧
民
主
党
が
政
権
を
奪
取
し

た
２
０
０
９
年
の
衆
院
選
の
投
票
率
は

69
・
28
％
、
そ
の
前
の
衆
院
選(
05
年)

は
67
・
51
％ 

で
し
た
。 

09
年
総
選
挙
前
年(

08
年
12
月)

の
旧

民
主
党
の
支
持
率
は
23
・
７
％
で
し
た
が
、 

          

今
年
４
月
の
立
民
の
支
持
率
は
６
・
５
％
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

立
憲
野
党
共
闘
の
強
化
が
必
要 

私
た
ち
は
、
補
選
の
本
番
中
、
４
月
26

日
に
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
第
２
回
東

京
東
部
大
集
会
」
開
催
を
半
年
前
よ
り
予
定

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、「
新
し
い

戦
前
」
と
云
わ
れ
る
事
態
の
進
行
に
危
惧
し

て
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
立
民
は
、

岸
田
政
権
が
強
行
す
る
琉
球
弧
へ
の
ミ
サ
イ

ル
配
備
や
「
防
衛
産
業
支
援
法
」
な
ど
、
戦

争
準
備
を
既
成
事
実
化
し
、
本
年
、
経
済
安

保
版
秘
密
保
護
法
と
云
わ
れ
る
「
経
済
安
保

情
報
保
護
法
」、
日
米
軍
の
一
体
化
に
む
け

た
常
設
の
「
統
合
作
戦
司
令
部
設
置
法
」、

い
ず
れ
も
早
々
と
国
会
を
通
過
さ
せ
て
い
ま

す
。
国
会
で
立
民
が
賛
成
し
た
結
果
で
す
。 

私
た
ち
は
今
回
の
補
選
に
、
「
市
民
の

声
・
江
東
」
の
皆
さ
ん
と
急
遽
「
酒
井
な
つ

み
を
応
援
す
る
江
東
の
会
」
を
「
勝
手
連
」

と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
補
選
が
重
要
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
承
知
の

こ
と
で
す
が
、
多
く
の
仲
間
は
立
民
公
認
の

酒
井
候
補
や
江
東
市
民
を
代
表
す
る
と
称
す

る
「
江
東
市
民
連
合
」
と
の
合
同
選
対
に
無

条
件
で
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。 現

在
の
小
選
挙
区
制
で
は
、
選
挙
区
は
圧

倒
的
に
立
民
の
候
補
者
を
応
援
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
民
党
と
変
わ
ら
な

い
政
策
な
ら
、
何
の
た
め
の
野
党
共
闘
か
が

問
わ
れ
ま
す
。 

東
京
で
は
立
民
と
共
産
で
「
選
挙
区
の
住

み
分
け
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
迫
る
解

散
・
総
選
挙
は
全
て
の
国
政
政
党
が
参
加
す

る
比
例
区
選
挙
も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
憲
法

を
活
か
す
政
治
の
選
択
肢
・
政
党
の
存
在
が

立
憲
政
治
共
闘
を
強
化
す
る
道
だ
と
思
い
ま

す
。
参
加
政
党
や
支
持
者
が
気
持
よ
く
小
選

挙
区
選
挙
に
参
加
で
き
る
努
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
間
の
低
投
票
率
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

（
ち
ば 

ゆ
う
や
） 

４月２６日の第２回東部大集会 

（田中優子前法政大学総長講演） 

 


